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第一部 「コロナ禍における日本人旅行者の動向と沖縄が取り組むべき事項」に関する調査報告

第第 11章章  調調査査要要領領  

11.. 調調査査のの目目的的  
新型コロナウイルスの感染拡大により入域観光客数が激減し、沖縄県のリーディング産業である観光

リゾート産業をはじめ、県内各産業に深刻な影響をもたらしている。国内の感染収束に伴い都道府県を
またぐ移動自粛が緩和され、経済は回復基調となっているものの、以前の水準に回復する見通しは立っ
ていない。また、引き続き感染拡大のリスクは残っており、一定の行動抑制や感染症対策は必要となる。

公益財団法人日本交通公社（以下、「JTBF」という）では、毎年、「JTBF 旅行意識調査」「JTBF
旅行実態調査」を実施しているが、2020 年度は同調査を基に「新型コロナウイルス感染症流行下の
日本人旅行者の動向」に係る調査・分析を実施しており、国内旅行に係る日本人の動向を定点観測
している。同調査には、沖縄旅行を実施した者及び沖縄へ旅行したい意向のある者のサンプルがあること
から、これらを抽出し、沖縄を訪問した・あるいは訪問したい日本人旅行者のニーズを分析し、受入側の
沖縄が取り組むべき事項としてとりまとめ、今後の観光復興に寄与することを目的として本調査を行う。

22.. 調調査査概概要要  

*1：海外観光旅行も調査対象としているが、海外観光旅行実施状況が不透明であるため、今回の分析対象からは除外。  
*2：国勢調査時の人口（地域・性別・年代）に基づき、調査会社のモニターを割り当て。ただし、一部若年層および高齢層において不足した

属性あり。
*3：国勢調査時の人口に基づき、住宅地図データベースから世帯を抽出し、個人を割り当てた。これにより、地域、性年代の偏りなく調査対象

を抽出した。

調査名
JTBF旅行実態調査

JTBF旅行意識調査
全体調査 トリップ調査

国内宿泊観光旅行*1

調査項目 主に、旅行実態内容 主に、旅行に対する意識

調査対象

全国 16～79 歳の男女
全国 18～79 歳の男女
調査会社のパネルより抽出*3

－
期間中に観光・レクリエー
ション旅行を実施した人

調査会社のパネルより抽出*2

調査方法 ウェブ調査 郵送自記式調査

調査時期 2020/7/9～15（4-6 月の旅行実態）
2020/10/1～7（7-9 月の旅行実態） 2020/5/20～6/5

標本の
大きさ
（人）

各回 50,000 ７月調査 ：1,069
10 月調査：1,043 1,472

トリップ数
（件） － ７月調査 ：1,401

10 月調査：1,530 －
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（参考）新型コロナウイルス感染症の国内発生動向 

 

出典：厚生労働省資料（2021年 2月 8日時点）、各種報道資料等より JTBF作成 

（参考）新型コロナウイルス感染症の沖縄県内発生動向 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：NHK資料（2021年 2月 8日時点）より JTBF作成 

（参考）国内宿泊観光・レクリエーション延べ旅行者数の推移 

 
出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」より JTBF作成 

（参考）沖縄県入域観光客数の推移 

 
出典：沖縄県「入域観光客数概況」より JTBF作成 
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第第 22章章  調調査査要要旨旨  
新型コロナウイルスの感染拡大は、沖縄県のリーディング産業である観光リゾート産業はじめ各産業に

深刻な影響をもたらしている。2020年の沖縄県の入域観光客数は、全国的な緊急事態宣言下にあっ
た4月から5月において前年同月比-90%以上の減少となっており、6月以降も深刻な状況が続いた。
今般、公益財団法人日本交通公社（以下、「JTBF」という）が毎年実施している「JTBF 旅行意

識調査」「JTBF 旅行実態調査」の中から「沖縄旅行実施者」「沖縄旅行意向者」を抽出し、2019 年
と 2020 年、そして沖縄旅行と国内旅行全体を比較し、コロナ禍における沖縄旅行の変化および with
コロナ時代における新たなニーズを分析した。

沖縄旅行実施者及び国内旅行者全体の動向
・ 沖縄県・国内旅行実施者ともに域内旅行の割合が高まり、自家用車を使用する旅行の割合
が増加した。沖縄旅行では県民旅行増加の影響から、全国ではそれに加えて「公衆衛生の徹
底」や「密の回避」に対する意識から、自家用車を交通手段とする割合が高まっている。

・ コロナ禍での同行者は、住居を共にする夫婦やひとり旅など、密を避けた少人数や個人での旅
行が増加した。また旅行予定日の 1 か月を切ってからの予約が沖縄県・全国ともに高まっており、
様子をみながら直前に実施を決定した旅行者が増加したと考えられる。

・ コロナ禍の旅行実施にあたっての気持ちは、沖縄県・全国ともに「心配しても仕方ない」と答えた
旅行実施者の割合が最も高かった。沖縄旅行実施者の特徴では、6 月以降「旅行先の観光
地を応援したい」と回答した割合が全国よりも高いことが挙げられる。

・ 旅行を実施した際の感想については、「混雑がなく快適」と答えた割合が最も高い値で推移した。
沖縄旅行においては「旅行先で歓迎された」は時期を追うごとに増加した。またネガティブな意見
では「旅行先で快く思われなかったのではと不安」が 1割以上で推移しており、沖縄旅行実施時
の不安要素になっていることを表している。

・ 旅行中での感染対策では沖縄県・全国ともに、マスク着用や手洗い・うがい等の徹底が進んで
おり、感染対策が日常生活だけでなく旅行実施時においても浸透しているといえる。

沖縄旅行意向者の特徴・ニーズ
・ 2019 年同様、2020 年においても沖縄旅行意向者は 30～40 代が多かった。ライフステージ
の観点からみると、特に子育て中の女性の比率が高まった。

・ 沖縄旅行意向者の世帯年収『1,000 万円以上』が増加した。また、かねてから沖縄旅行は旅
行頻度が高く旅慣れた意向者が多かったが、2020 年においてその割合はさらに増加している。

・ 沖縄旅行意向者の旅行の動機は、「日常生活からの解放」を求める割合が最も高く、コロナ禍
を機にその割合は 10 ポイント増加している。そのほか、前年・全国と比べて沖縄に求められてい
るものは、『思い出をつくる』、『家族の親睦』、『保養・休養』であった。

・ 沖縄旅行意向者の行ってみたい旅行のタイプには 2019 年同様「海浜リゾート」が最も多く挙げ
られ、その割合はやや増加した。全国と比較して沖縄旅行では「海浜リゾート」、「ホテルステイ」、

― 3 ―



4 
 

「リゾートホテル」といった日常生活からの解放にリンクした旅行タイプが人気であり、3 密を避けた
行動が意識されていた。

・ 新型コロナウイルス収束後に行いたい活動別に訪れたい旅行先を尋ねたところ、沖縄県は「自
然や景勝地の訪問」／「リゾート滞在（海浜）」／「まち並み散策・まち歩き」／「海水浴・マリ
ンスポーツ」において上位 3位以内であった。

・ 沖縄旅行意向者を含む日本人全体での新型コロナウイルス収束後の国内旅行意向は 7 割が
「行きたい」と回答している一方で、2.5 割が「当面（2 年程度）は行きたくない」と回答し、旅
行を当面控えるという層も一定数存在した。また、収束後に行きたくない地域は「公衆衛生が徹
底されていない地域」が 5 割を超え最も高く、次いで「人が密集している地域」、「新型コロナウイ
ルス感染者が多かった地域」であった。旅行先が安全・安心であることが今後の旅行の大前提と
なる。

今回の調査結果を踏まえ、受入側の沖縄が取り組むべき事項を下記の 10 の視点として提言した。
① 沖縄滞在中の一貫した安全・安心の確保、周知
② 発地からの移動も含めた安全・安心の確保、周知
③ 地域医療体制の充実
④ リアルタイムな情報発信による時間的・空間的な分散化
⑤ 新しい生活様式を前提としたサービスデザイン
⑥ 沖縄ファン・リピーターに向けた訪沖需要の維持・喚起
⑦ 県内旅行の醸成
⑧ 地域連携による消費機会の創出
⑨ 歓迎の意思を伝える
⑩ レスポンシブル・ツーリズム（責任ある観光）

以上
  

  

  

  

  

  

  

    

公益財団法人 日本交通公社 観光地域研究部
担当：五木田(ごきた)・仲(なか)

沖縄振興開発金融公庫 調査部 地域連携情報室
担当：伊東
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・ 沖縄旅行意向者を含む日本人全体での新型コロナウイルス収束後の国内旅行意向は 7 割が
「行きたい」と回答している一方で、2.5 割が「当面（2 年程度）は行きたくない」と回答し、旅
行を当面控えるという層も一定数存在した。また、収束後に行きたくない地域は「公衆衛生が徹
底されていない地域」が 5 割を超え最も高く、次いで「人が密集している地域」、「新型コロナウイ
ルス感染者が多かった地域」であった。旅行先が安全・安心であることが今後の旅行の大前提と
なる。

今回の調査結果を踏まえ、受入側の沖縄が取り組むべき事項を下記の 10 の視点として提言した。
① 沖縄滞在中の一貫した安全・安心の確保、周知
② 発地からの移動も含めた安全・安心の確保、周知
③ 地域医療体制の充実
④ リアルタイムな情報発信による時間的・空間的な分散化
⑤ 新しい生活様式を前提としたサービスデザイン
⑥ 沖縄ファン・リピーターに向けた訪沖需要の維持・喚起
⑦ 県内旅行の醸成
⑧ 地域連携による消費機会の創出
⑨ 歓迎の意思を伝える
⑩ レスポンシブル・ツーリズム（責任ある観光）

以上
  

  

  

  

  

  

  

    

公益財団法人 日本交通公社 観光地域研究部
担当：五木田(ごきた)・仲(なか)

沖縄振興開発金融公庫 調査部 地域連携情報室
担当：伊東

5 
 

第第 33章章  沖沖縄縄旅旅行行実実施施者者及及びび国国内内旅旅行行者者全全体体のの動動向向  
本章では、沖縄旅行及び国内旅行全体のコロナ流行下における旅行動向を把握するため、2020

年 4～9 月期と 2019 年 4～9 月期の旅行動向との比較分析、コロナ禍の旅行意識・行動に関する
分析を行う。分析にあたっては、コロナの感染状況によって動向が変化することが想定されるため、「4～5
月（全国の緊急事態宣言発出期）」、「6～7 月（要請緩和期）」、「8～9 月（沖縄県緊急事態
宣言発出期）」の期毎に集計した。
※2020年の沖縄旅行実施者はサンプル数が少ないため、分析結果読み取りの際に注意。

11.. 旅旅行行者者のの属属性性とと旅旅行行内内容容  
((11)) 回回答答者者属属性性  

((22)) 居居住住地地  
 沖縄旅行の居住地は、前年同期同様、すべての時期で『関東』が最多となった。コロナ禍の特

徴としては『沖縄県内』が増加しており、前年同期と比べ、8～9月は約 25 ポイント、6～7月
は約 10 ポイント増加した。

 全国的にみても、コロナ禍において域内旅行実施率の急増がみられる。

   

2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=63）

2020年 2019年 2020年

男性
女性
10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代

4～5月（％） 6～7月（％） 8～9月（％）
沖縄県 全国 沖縄県 全国 沖縄県 全国

2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=63）

2020年 2019年 2020年

北海道
東北
関東
中部
近畿

中四国
九州

沖縄県内

6～7月（％） 8～9月（％）

沖縄県 全国 沖縄県 全国 沖縄県 全国

4～5月（％）

（参考）域内旅行実施率
北海道 東北 関東 中部 近畿 中四国 九州・沖縄

2019年
2020年
2019年
2020年
2019年
2020年

6～7月
（％）

8～9月
（％）

4～5月
（％）
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((33)) 同同行行者者  
 沖縄旅行の同行者は、すべての時期で『夫婦旅行』が最大シェアとなり、前年同期と比べて 5

～15 ポイント増加した。『ひとり旅』も増加しており、住居を共にする夫婦やひとり旅など少人数
での旅行が増加する傾向がみられた。一方、『家族旅行』は、すべての時期で 10～20 ポイン
トの大幅な減少となった。

 国内旅行全体では、全国的に緊急事態宣言が発令されていた 4～5 月は、『家族旅行』や
『夫婦旅行』は前年同期比減、『ひとり旅』は増だったが、6 月以降は『家族旅行』や『夫婦旅
行』増、『ひとり旅』減となった。『友人旅行』は、すべての時期で 3 ポイント程度減少した。

 コロナ禍において、沖縄では夫婦やひとり旅など少人数旅行の増加、家族旅行の減少が顕著
であったのに対し、全国的には緊急事態宣言が解除された 6 月以降は家族旅行が微増した。
不特定多数と接する公共交通が避けられる傾向にあることから（後述）、沖縄旅行では家族
旅行が減少したが、全国的には自家用車を利用した家族旅行が増加したと考えられる。

((44)) 予予約約時時期期  
 沖縄旅行の予約時期は、コロナ前はいずれの時期も『1 か月前まで』が約 8 割を占めたが、コ

ロナ禍においては大幅に減少した（6～7 月：6.5 割、8～9 月：4.5 割）。
 国内旅行全体では、コロナ禍以前から沖縄旅行よりも予約時期は遅いものの、『1 か月前ま

で』が前年同期と比較して 10～30 ポイント下回った。
 コロナ禍においては、コロナの感染状況等で先が見通せないことから、沖縄、全国ともに予約時

期が遅くなり、出発日に近づいてからの予約が増えている。

2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=63）

2020年 2019年 2020年

小中高生連れ
（乳幼児含む）

乳幼児連れ
（小中高生含まない）

※2019年8～9月期の沖縄県を基準に並べ替え 

友人や知人との旅行
夫婦での旅行

自分ひとりでの旅行
カップルでの旅行

その他

6～7月（％） 8～9月（％）

全国沖縄県 全国 沖縄県

家
族
旅
行

子
供
連
れ

大人のみ

沖縄県 全国

4～5月（％）

2019年
（n=72）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=73）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=63）

2020年 2019年 2020年

1年以上前
半年～1年前
3～5か月前
1～2か月前
3～4週間前
1～2週間前

6日前～出発後
1か月前まで

1か月を切ってから
※『わからない』と回答したサンプルを除き集計

4～5月（％） 6～7月（％） 8～9月（％）

沖縄県 全国 沖縄県 全国 沖縄県 全国
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((44)) 予予約約時時期期  
 沖縄旅行の予約時期は、コロナ前はいずれの時期も『1 か月前まで』が約 8 割を占めたが、コ

ロナ禍においては大幅に減少した（6～7 月：6.5 割、8～9 月：4.5 割）。
 国内旅行全体では、コロナ禍以前から沖縄旅行よりも予約時期は遅いものの、『1 か月前ま

で』が前年同期と比較して 10～30 ポイント下回った。
 コロナ禍においては、コロナの感染状況等で先が見通せないことから、沖縄、全国ともに予約時

期が遅くなり、出発日に近づいてからの予約が増えている。

2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=63）

2020年 2019年 2020年

小中高生連れ
（乳幼児含む）

乳幼児連れ
（小中高生含まない）

※2019年8～9月期の沖縄県を基準に並べ替え 

友人や知人との旅行
夫婦での旅行

自分ひとりでの旅行
カップルでの旅行

その他

6～7月（％） 8～9月（％）

全国沖縄県 全国 沖縄県

家
族
旅
行

子
供
連
れ

大人のみ

沖縄県 全国

4～5月（％）

2019年
（n=72）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=73）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=63）

2020年 2019年 2020年

1年以上前
半年～1年前
3～5か月前
1～2か月前
3～4週間前
1～2週間前

6日前～出発後
1か月前まで

1か月を切ってから
※『わからない』と回答したサンプルを除き集計

4～5月（％） 6～7月（％） 8～9月（％）

沖縄県 全国 沖縄県 全国 沖縄県 全国
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((55)) 旅旅行行形形態態    
 沖縄旅行の旅行形態は、前年同期と比べて『個人旅行』が増加した。時期を追うごとに増加

幅は大きくなり、8～9 月には 20 ポイント増加している。一方、『パッケージ旅行』、『団体ツア
ー参加』は減少傾向にある。

 国内旅行全体においては『個人旅行』比率が 8～9 割を占め、いずれの時期においても前年
同期比プラスとなった。一方、『パッケージ旅行』、『団体ツアー参加』は減少傾向にある。

 コロナ禍においては、沖縄、全国ともに、大人数での行動や密閉空間は避けられ、『個人旅行』
が選好されている。

((66)) 旅旅行行先先ででのの交交通通手手段段【【複複数数回回答答】】  
 沖縄旅行での現地交通手段は、時期を問わず『レンタカー』が 4～5.5 割で最大であるが、前

年同期と比較すると、いずれの時期においても 10 ポイント以上減少した。『飛行機』や『タクシ
ー』といった人との接触がある交通手段も大幅に減少している。その一方で、『自家用車』は
10～20 ポイント程度増加した。沖縄県民による県内旅行の増加にともない、『レンタカー』が
減少、『自家用車』が増加したものとみられる。

 国内旅行全体でも、『自家用車』が前年同期と比べて 10～20 ポイント程度増加した。一方、
沖縄同様、人との接触がある交通手段は減少、さらに全国では『路線バス』、『船』、『列車』、
『貸切バス・定期観光バス』も減少しており、その範囲は広域となる。また、全国ではいずれの
時期においても『利用なし』が増加していることから、どこにも立ち寄らずに宿泊先に直行してゆ
っくり滞在して帰るといった観光行動が増えていると想像される。

 コロナ禍においては、沖縄では県民県内旅行の増加から、全国では不特定多数との接触を避
ける目的で『自家用車』が増加した。

2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=63）

2020年 2019年 2020年

個人旅行
パッケージ旅行

団体ツアー参加
※2019年8～9月期の沖縄県を基準に並べ替え 

4～5月（％） 6～7月（％） 8～9月（％）

沖縄県 全国 沖縄県 全国 沖縄県 全国

2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=63）

2020年 2019年 2020年

※2019年8～9月期の沖縄県を基準に並べ替え 
利用無し

飛行機

列車

自家用車

レンタカー

貸切バス・定期観光バス

路線バス

タクシー

レンタサイクル

船

その他

4～5月（％） 6～7月（％） 8～9月（％）

沖縄県 全国 沖縄県 全国 沖縄県 全国

観光客向けの巡回バスなど
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((77)) 宿宿泊泊数数  
 沖縄旅行の宿泊数は、４～5 月には『3 泊』が、6～7 月及び 8～9 月には『1～2 泊』が最

多となった。前年同期と比較すると、いずれの時期も『1 泊』が 10～20 ポイント増加した。この
傾向は特に６～7月において顕著であり、平均宿泊数は3.12泊から2.24泊に短期化した。
8～9月においては『1泊』が増加した一方で、『5泊以上』の比率も高まった。

 国内旅行全体では、すべての期間で『1泊』が6～7割を占める。前年同期と比較すると、その
割合はさらに高まり、特に 6～7 月では 20 ポイント増と顕著であった。また、すべての期間で平
均宿泊数がやや短くなっている。

 コロナ禍において、沖縄、全国ともに、『1泊』の割合が増加した。8～9月は、全国的には平均
宿泊数が短期化された一方で、沖縄では 5泊以上の比較的長期の滞在の増加がみられた。

((88)) 宿宿泊泊施施設設【【複複数数回回答答】】  
 沖縄旅行の宿泊施設は、すべての時期を通じて『リゾートホテル』が 4～5割を占めるが、前年

同期に比べて大幅に減少しており、特に 8～9月で約 30 ポイント減少した。
 国内旅行全体では、前年同期と比較して種別を問わず『ホテル』が減少した一方で、『比較

的小規模な旅館』が増加した。また、『民宿・ペンション・ロッジ』、『キャンプ・オートキャンプ』、
『別荘・会員制の宿泊施設等』が微増傾向にあった。

 コロナ禍においては、沖縄、全国ともに、密集が想起される規模の大きい施設が敬遠され、『ホ
テル』が減少した。

 

2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=63）

2020年 2019年 2020年

1泊
2泊
3泊
4泊
5泊
6泊

7泊以上
平均宿泊数

※「7泊以上」は7泊として平均宿泊数を計算

4～5月（％） 6～7月（％） 8～9月（％）

沖縄県 全国 沖縄県 全国 沖縄県 全国

2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=63）

2020年 2019年 2020年

シティホテル
ビジネスホテル
リゾートホテル
比較的規模大
比較的規模小

キャンプ・オートキャンプ

公共の宿
実家・親戚・知人宅

その他

ホ
テ
ル

旅
館
民宿・ペンション・ロッジ

4～5月（％） 6～7月（％） 8～9月（％）

沖縄県 全国 沖縄県 全国 沖縄県 全国

別荘・会員制の宿泊施設等
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2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=63）

2020年 2019年 2020年

1泊
2泊
3泊
4泊
5泊
6泊

7泊以上
平均宿泊数

※「7泊以上」は7泊として平均宿泊数を計算
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2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=63）

2020年 2019年 2020年

シティホテル
ビジネスホテル
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比較的規模大
比較的規模小

キャンプ・オートキャンプ

公共の宿
実家・親戚・知人宅

その他

ホ
テ
ル

旅
館
民宿・ペンション・ロッジ

4～5月（％） 6～7月（％） 8～9月（％）

沖縄県 全国 沖縄県 全国 沖縄県 全国

別荘・会員制の宿泊施設等
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((99)) 現現地地でで楽楽ししんんだだ活活動動【【複複数数回回答答】】  
 沖縄旅行で楽しんだ活動は、すべての時期において『自然や景勝地の訪問』が最も多く、この

傾向はコロナ前と比べて変わらない。その一方で、コロナ前と比べ、平均活動数が減少した。1
泊の比率が高まったことや、3 密回避や衛生管理への意識から行動範囲や活動が厳選され 1
つ 1 つの活動の安全性や質を吟味して行動したことなどが影響したものと推察される。不特定
多数との接触への懸念から、現地ツアー・体験プログラム等への参加率も減少した。

 国内旅行全体では、コロナ前は『自然や景勝地の訪問』が最も多かったが、コロナ禍において
は『温泉』が最も多い活動となった。宿泊をともなう旅行においては、“あちこち立ち寄らずに目
的の温泉宿でゆっくりしてそのまま帰る”という旅行スタイルが多かったと推察される。平均活動
数、現地ツアー等への参加率は、沖縄同様、コロナ前と比べて減少傾向にある。

 コロナ禍においては、沖縄、全国ともに平均活動数が減少した。特に、『都市観光』や『歴史・
文化的な名所の訪問』、『観光施設・動物園・水族館』といった密集を想起しやすい活動が
減少した。その一方で、『ドライブ』といった同行者のみで行う活動が増加した。

2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=63）

2020年 2019年 2020年

自然や景勝地の訪問
海水浴・マリンスポーツ
現地グルメ・名物料理
リゾート滞在（海浜）

ショッピング・買い物
まち並み散策・まち歩き

都市観光
歴史・文化的な名所の訪問
観光施設・動物園・水族館

温泉
野生動物観察

写真・写生
ドライブ

生活文化体験(陶芸体験など)
ゴルフ

果物狩り・農林漁業体験
サイクリング

世界遺産訪問
季節の花見

リゾート滞在（高原）
テーマパーク・レジャーランド

芸術鑑賞(観劇、ライブなど)
アウトドア体験（カヌーなど）
産業観光（工場見学など）

祭り・イベント
美術館・博物館

スポーツ観戦
マラソン・ジョギング

スパ・エステ
家族や親戚、友人知人訪問

登山・トレッキング
スキー・スノーボード

その他
平均活動数

※2019年8～9月期の沖縄県を基準に並べ替え 

4～5月（％） 6～7月（％） 8～9月（％）

沖縄県 全国 沖縄県 全国 沖縄県 全国

現地ﾂｱ ・ー体験ﾌ゚ ﾛｸ゙ ﾗﾑ等への参加率

― 9 ―



10 
 

((1100)) 旅旅行行費費用用  

 沖縄旅行の旅行費用は、県民の県内旅行比率の増加や 1 泊比率の増加と関連し、前年同
期と比較して費用分布が低価格帯に移動した。

 国内旅行全体でも、域内旅行の増加や1 泊比率の増加にともない、前年同期では『2～3万
円未満』だった最頻値が『1～ 2 万円未満』となり、旅行費用の低下がみられた。

 コロナ禍においては、沖縄、全国ともに旅行費用は低下した。

   

2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=63）

2020年 2019年 2020年

1万円以上2万円未満
1万円未満

よく憶えていない／わからない
20万円以上

15万円以上20万円未満
10万円以上15万円未満
7万円以上10万円未満

4万円以上5万円未満
5万円以上7万円未満

3万円以上4万円未満
2万円以上3万円未満

4～5月（％） 6～7月（％） 8～9月（％）

沖縄県 全国 沖縄県 全国 沖縄県 全国
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((1100)) 旅旅行行費費用用  
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期と比較して費用分布が低価格帯に移動した。

 国内旅行全体でも、域内旅行の増加や1 泊比率の増加にともない、前年同期では『2～3万
円未満』だった最頻値が『1～ 2 万円未満』となり、旅行費用の低下がみられた。

 コロナ禍においては、沖縄、全国ともに旅行費用は低下した。

   

2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=63）

2020年 2019年 2020年

1万円以上2万円未満
1万円未満

よく憶えていない／わからない
20万円以上

15万円以上20万円未満
10万円以上15万円未満
7万円以上10万円未満

4万円以上5万円未満
5万円以上7万円未満

3万円以上4万円未満
2万円以上3万円未満

4～5月（％） 6～7月（％） 8～9月（％）

沖縄県 全国 沖縄県 全国 沖縄県 全国
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22.. 満満足足度度とと再再来来訪訪意意向向  
((11)) 総総合合満満足足度度  

 沖縄旅行の総合満足度は、4～5 月及び 6～7 月は前年同期と異なり、『満足』が『大変満
足』を上回ったが、8～9 月にはその値は逆転し、『大変満足』が『満足』を上回った。満足度
指数をみると、4～5月及び 6～7月は前年同期比減であったが、8～9月には増加した。

 国内旅行全体では、前年同期と比べて『大変満足』がすべての時期で 5～10 ポイント減少
し、満足度指数も微減した。

 沖縄、全国ともに、4～5 月及び 6～7 月の満足度は減少した。一方、沖縄においては、8～
9月の『大変満足』率は前年同期を上回り、コロナ禍においても高い満足度となった。

  
((22)) 再再来来訪訪意意向向  

 沖縄旅行の再来訪意向は、コロナ禍においても『大変そう思う』が最も多い。再来訪意向指
数は、満足度の傾向と同様、前年同期と比べて 4～5 月及び 6～7 月はやや減少、8～9
月はやや増加した。

 国内旅行全体についても、満足度の傾向と同様、再来訪意向指数はコロナ前と比べてやや
減少した。

 沖縄、全国ともに、4～5 月及び 6～7 月の再来訪意向指数は減少した。一方、沖縄では、
8～9 月の再来訪意向指数は増加した。沖縄旅行の総合満足度及び再来訪意向の高さは、
沖縄にとって非常に重要なリピーター層の醸成につながる。

   

2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=63）

2020年 2019年 2020年

大変満足
満足

やや満足
どちらでもない

やや不満
不満

大変不満
満足度指数

4～5月（％） 6～7月（％） 8～9月（％）

沖縄県 全国 沖縄県 全国 沖縄県 全国

2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=75）

2020年 2019年 2020年 2019年
（n=63）

2020年 2019年 2020年

大変そう思う
そう思う
やや思う

どちらでもない
あまり思わない

思わない
全く思わない

再来訪意向指数

4～5月（％） 6～7月（％） 8～9月（％）

沖縄県 全国 沖縄県 全国 沖縄県 全国
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33.. ココロロナナ禍禍ににおおけけるる旅旅行行意意識識・・行行動動  
((11)) 実実施施ししたた旅旅行行へへののココロロナナ禍禍のの影影響響  

 実施した沖縄旅行について、コロナ禍の影響で旅行予定に変更が生じたか否かを尋ねたところ、
全国的な緊急事態宣言下の 4～5 月、沖縄県の緊急事態宣言下の 8～9 月は、『旅行内
容等を変更した』割合が 3.5～4 割と高めとなった。 

 国内旅行全体については、全国的な緊急事態宣言下の 4～5 月の内容変更率が最も高か
った。 

 いずれの時期においても、全国に比べて、沖縄旅行のほうが旅行内容等の変更率が高い。 

 
 
（参考）コロナ禍の影響で変更した内容【複数回答】

※沖縄県はサンプル数が僅少のため、コメント割愛。

 
   

沖縄県
（n=21）

全国 沖縄県
（n=45）

全国 沖縄県
（n=20）

全国

予定通り旅行を実施

旅行内容等を変更して実施

8～9月（％）6～7月（％）4～5月（％）

沖縄県
（n=9）

全国 沖縄県
（n=11）

全国 沖縄県
（n=7）

全国

海外から国内に変更
宿泊施設

国内の他の地域から変更
泊数

交通手段
活動内容や訪問先

同行者
同行者の人数

その他
※8～9月期の沖縄県を基準に並べ替え 

8～9月（％）4～5月（％） 6～7月（％）
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33.. ココロロナナ禍禍ににおおけけるる旅旅行行意意識識・・行行動動  
((11)) 実実施施ししたた旅旅行行へへののココロロナナ禍禍のの影影響響  

 実施した沖縄旅行について、コロナ禍の影響で旅行予定に変更が生じたか否かを尋ねたところ、
全国的な緊急事態宣言下の 4～5 月、沖縄県の緊急事態宣言下の 8～9 月は、『旅行内
容等を変更した』割合が 3.5～4 割と高めとなった。 

 国内旅行全体については、全国的な緊急事態宣言下の 4～5 月の内容変更率が最も高か
った。 

 いずれの時期においても、全国に比べて、沖縄旅行のほうが旅行内容等の変更率が高い。 

 
 
（参考）コロナ禍の影響で変更した内容【複数回答】

※沖縄県はサンプル数が僅少のため、コメント割愛。

 
   

沖縄県
（n=21）

全国 沖縄県
（n=45）

全国 沖縄県
（n=20）

全国

予定通り旅行を実施

旅行内容等を変更して実施

8～9月（％）6～7月（％）4～5月（％）

沖縄県
（n=9）

全国 沖縄県
（n=11）

全国 沖縄県
（n=7）

全国

海外から国内に変更
宿泊施設

国内の他の地域から変更
泊数

交通手段
活動内容や訪問先

同行者
同行者の人数

その他
※8～9月期の沖縄県を基準に並べ替え 

8～9月（％）4～5月（％） 6～7月（％）
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((22)) 旅旅行行実実施施ににああたたっっててのの気気持持ちち【【複複数数回回答答】】  
 沖縄旅行の実施にあたっての気持ちは、『心配しても仕方ない』が時期を問わず最も多い（4

～5 月：38.1％、6～7 月：31.1％、8～9 月：65.0％）。『新型コロナに対する不安は
感じない』が 1.5～2.5 割にとどまることから、同時に不安も感じていることがうかがえる。『旅行
先の観光地を応援したい』は 4～5 月には 9.5％だったものの、6～7 月には 28.9％、8～9
月には 25.0％と 3 割に迫る割合となった。また、8～9 月になると、『経済の停滞は避けるべ
き』が 35.0％と、『心配しても仕方ない』に次ぐ割合となった。『価格が通常より安い』は、時期
を追うごとに増加傾向にあった。

 国内旅行全体では、沖縄旅行と同様に、不安を感じつつも『心配しても仕方ない』が3～4割
で最も多い。『旅行先の感染者が少ないので安心』は、6～7月において2番目に、4～5月、
8～9 月においては 3 番目に多い割合であることから、感染者が少ない地域を選ぶ意識が高
いと考えられる。

 沖縄、全国ともに、旅行実施にあたっては、不安を感じつつも『心配しても仕方ない』が多い。
沖縄の特徴としては、6 月以降の『旅行先の観光地を応援したい』の高まりが挙げられる。

沖縄県
（n=21）

全国 沖縄県
（n=45）

全国 沖縄県
（n=20）

全国

心配しても仕方がない
経済の停滞は避けるべき

旅行先の観光地を応援したい
新型コロナウイルスに対する不安は感じない

旅行先の感染者数が少ないので安心
値段が通常より安い

どうしても行きたい旅行
いまの状況では自分にはあまりかかわりはない

どこも空いている
外国人観光客が少ない

今しか楽しめない旅行（記念旅行など）
感染しても発症しない・軽症で済む

旅行先には迷惑はかからない
旅行の中止や変更をするのが面倒

キャンセル料が嫌
休暇が変更できない

自粛には耐えられなかった
同行者の考えに応じた

自分は感染しない
冠婚葬祭への出席を兼ねるので仕方ない

その他
※8～9月期の沖縄県を基準に並べ替え 

6～7月（％） 8～9月（％）4～5月（％）
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((33)) 実実施施ししたた旅旅行行のの感感想想【【複複数数回回答答】】  
 沖縄旅行した際の感想は、『混雑がなく快適』がすべての時期で 5 割以上と最多であった。

『平常時と特段変わらない』は、4～5月：14.3％、6～7月：20.0％、8～9月：35.0％
と時期を追うごとに増加しており、観光客が戻っている様子が伺える。その一方で、『感染が不
安』も、4～5 月（14.3％）から 8～9 月（25.0％）にかけて、時期を追うごとに増加して
いる。

 国内旅行全体でも、『混雑がなく快適』がいずれの時期においても最も多く、概ね沖縄旅行と
同様の傾向がみられた。

 沖縄、全国ともに、『混雑がなく快適』が最多ではあるが、沖縄旅行では全国よりも高い割合
で推移した。『旅行先で歓迎された』は、沖縄旅行では時期を追うごとに増加しているものの、
全国ではその傾向はみられなかった。『旅行先で快く思われなかったのではと不安』は全国に比
べて沖縄旅行での割合は高いものの、時期を追うごとに減少した。

   

沖縄県
（n=21）

全国 沖縄県
（n=45）

全国 沖縄県
（n=20）

全国

混雑がなく快適
平常時と特段変わらない

感染が不安
旅行先で歓迎された

自分が感染源にならないか心配
休業の店舗・施設があり残念

閑散としていて寂しい
想定より混雑

旅行先で快く思われなかったのではと不安
感染を気にして疲れた

旅行後に周囲から批判された
旅行後の待機要請対応等が大変

その他
※8～9月期の沖縄県を基準に並べ替え 

8～9月（％）4～5月（％） 6～7月（％）
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沖縄県
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全国
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※8～9月期の沖縄県を基準に並べ替え 

8～9月（％）4～5月（％） 6～7月（％）
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((44)) 旅旅行行中中のの新新型型ココロロナナウウイイルルスス対対策策  
 沖縄旅行中の新型コロナウイルス対策は、『マスクの着用』がすべての時期で最も高い（4～5

月：66.7％、6～7 月：93.3％、8～9 月：90.0％）。『手洗い・うがいの励行・徹底』、
『アルコール除菌（携行、励行・徹底）』は時期を追うごとに増加しており、8～9 月には 7 割
以上の実施率となっている。『密閉空間の回避』も 4 割以上が実施した。

 国内旅行全体では、沖縄旅行と同様、『マスクの着用』がすべての時期において最も高く、『手
洗い・うがいの励行・徹底』、『アルコール除菌（携行、励行・徹底）』等含め、時期を追うごと
に感染対策実施率が高まった。

 沖縄、全国ともに、マスク着用、手洗い・うがい等、徐々に旅行先での感染対策の徹底が進
んだ。沖縄旅行においては、県外からの移動については必ず飛行機等の公共交通に乗車する
ためか、全国に比べて『アルコール除菌の携行』率が高いという特徴がみられた。

沖縄県
（n=21）

全国 沖縄県
（n=45）

全国 沖縄県
（n=20）

全国

マスクの着用
手洗い・うがいの励行・徹底

アルコール除菌剤の携行
設置されているアルコール除菌の励行・徹底

多数が集まる密集空間の回避
不特定多数が触れる箇所をなるべく触らない

間近で会話等の密接場面の回避
ソーシャルディスタンスの確保

換気の悪い密閉空間の回避
飲食時の注意（ビュッフェ、食べ歩き回避等）

その他
特に何もしていない

※8～9月期の沖縄県を基準に並べ替え 

6～7月（％） 8～9月（％）4～5月（％）
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第第 44章章  沖沖縄縄旅旅行行意意向向者者のの特特徴徴・・ニニーーズズ  
 

本章では、沖縄への旅行意向がある者の特徴やニーズを把握するため、属性や意識について、2020
年と 2019 年との比較分析、国内旅行意向者全体との比較分析を行う。

11.. 沖沖縄縄旅旅行行意意向向者者のの属属性性  
((11)) 性性別別・・年年代代  

 沖縄旅行意向者は全体に比べて 30～40 代が多く、コロナ前後で比較してもその傾向は変わ
らない。

 
 
((22)) 居居住住地地  

 沖縄旅行意向者は、前年に比べ『関東』が減少し、『近畿以西』が増加。
 沖縄旅行意向者、国内旅行意向者全体ともに、『大都市』が減少し、『小都市・町村』が増

加した。

   

（%）

2019年
（n=288）

2020年 2019年 2020年

男性
女性
10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代

沖縄旅行意向者
（最も行きたい国内旅行先が沖縄） 国内旅行意向者全体

（%）

2019年
（n=288）

2020年 2019年 2020年

北海道・東北
 関東

中部・北陸
 近畿

中四国・九州・沖縄
大都市（政令指定都市及び東京都区部）

中都市（大都市を除く人口15万以上の市）
小都市（人口15万未満の市）

町村

沖縄旅行意向者
（最も行きたい国内旅行先が沖縄） 国内旅行意向者全体
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（%）
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20代
30代
40代
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70代

沖縄旅行意向者
（最も行きたい国内旅行先が沖縄） 国内旅行意向者全体

（%）

2019年
（n=288）

2020年 2019年 2020年

北海道・東北
 関東

中部・北陸
 近畿

中四国・九州・沖縄
大都市（政令指定都市及び東京都区部）

中都市（大都市を除く人口15万以上の市）
小都市（人口15万未満の市）

町村

沖縄旅行意向者
（最も行きたい国内旅行先が沖縄） 国内旅行意向者全体
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(3) ライフステージ 
 沖縄旅行意向者は、全体に比べて男女ともに『子育て中』、特に『女性・子育て中』の比率が

高く、コロナ前と比べてその傾向がさらに強まった。 

 
 
(4) 世帯収入 
 沖縄旅行意向者のほうが、全体よりも世帯年収が若干高めである。 
 沖縄旅行意向者は『400 万円未満』が減少し、『1,000 万円以上』が増加した。 

 
 
(5) 旅行頻度 
 沖縄旅行意向者のほうが旅行頻度の高い人が多いことから、全体よりも“旅慣れた人”が多い。 


 

（%）

2019年
（n=288）

2020年
(n=330)

2019年
(n=1,380)

2020年
(n=1,370)

男性・未婚 11.8 10.9 10.9 10.1
男性・既婚/子供なし 3.8 1.8 3.3 2.4

男性・子育て中 26.4 27.6 23.3 25.3
男性・子育て後 10.1 8.5 11.6 12.4

女性・未婚 7.6 6.1 8.6 7.8
女性・既婚/子供なし 2.1 3.3 2.4 2.0

女性・子育て中 27.4 32.1 24.9 23.4
女性・子育て後 10.1 9.7 13.6 16.3

沖縄旅行意向者
（最も行きたい国内旅行先が沖縄） 国内旅行意向者全体

（%）

2019年
（n=288）

2020年
(n=330)

2019年
(n=1,380)

2020年
(n=1,370)

４００万円未満 29.9 24.2 30.7 30.6
４００～５００万円未満 13.9 16.7 14.6 15.3
５００～６００万円未満 11.5 11.8 9.9 12.3
６００～７００万円未満 9.4 11.2 10.4 10.9
７００～８００万円未満 11.1 8.8 9.9 8.8

８００～１，０００万円未満 12.2 13.9 10.0 10.3
１，０００万円以上 9.4 12.4 10.7 10.1

収入なし 0.7 0.3 0.4 0.7

沖縄旅行意向者
（最も行きたい国内旅行先が沖縄） 国内旅行意向者全体

（%）

2019年
（n=288）

2020年
(n=330)

2019年
(n=1,380)

2020年
(n=1,370)

あまり行かない 28.8 19.7 30.4 24.5
２年に１回程度 9.4 9.1 9.3 10.7

年に１～２回程度 47.6 57.0 46.0 51.1
年に３～５回程度 11.8 11.8 10.4 11.0

年に６回以上 2.4 1.8 2.6 2.3

沖縄旅行意向者
（最も行きたい国内旅行先が沖縄） 国内旅行意向者全体

沖縄、全体ともに、普段あまり旅行に行かない人の旅行意向の比率が低下していることから、
“あまり行かない人”はより行かない傾向が強まる。 
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22.. 沖沖縄縄旅旅行行意意向向者者ののニニーーズズ  
((11)) 旅旅行行のの動動機機【【複複数数回回答答】】  

 沖縄旅行意向者は『日常生活からの解放』が最も多い。コロナ前から 6 割超を占めるが、コロ
ナ禍中の 2020 年はさらに 10 ポイント程度増加して 7 割超と、その思いがさらに強まった。

 全国的には、コロナ前後ともに『旅先のおいしいもの』がトップであった。一方、沖縄旅行意向者
は、コロナ前は同じく『旅先のおいしいもの』だが、2020 年は『日常生活からの解放』となった。
全国と比べても、前年と比べても増加していることから、これまで以上に『日常生活からの解放』
が求められていると言える。（『日常生活からの解放』は、前年は全体と比較しても同程度だが、
2020 年は全体よりも 10 ポイント程度高く、沖縄旅行意向者で特徴的。）

 前年・全国と比べて、いま沖縄に求められているものは、『日常生活からの解放』、『思い出をつ
くる』、『家族の親睦』、『保養・休養』であった。

 
 
   

（%）

2019年
（n=288）

2020年 2019年 2020年

日常生活から解放されるため
旅先のおいしいものを求めて

思い出をつくるため
保養、休養のため
家族の親睦のため

美しいものにふれるため
未知のものにふれたくて

感動したい
友達とのつきあいを楽しむため

知識や教養を深めるため
ぜいたくしたい

思い出の場所を訪れるため
現地の人や生活にふれたくて

何の予定もない時間を求めて
 なんとなく

ハプニングを求めて
自分を見つめるため

みんなが行くから
健康増進のため
 一人になりたい

新しい友達を求めて
上記のいずれにもあてはまらない

旅行をしたいとは思わない
無回答

沖縄旅行意向者
（最も行きたい国内旅行先が沖縄） 国内旅行意向者全体
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（%）

2019年
（n=288）

2020年 2019年 2020年

日常生活から解放されるため
旅先のおいしいものを求めて

思い出をつくるため
保養、休養のため
家族の親睦のため

美しいものにふれるため
未知のものにふれたくて

感動したい
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沖縄旅行意向者
（最も行きたい国内旅行先が沖縄） 国内旅行意向者全体
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((22)) 今今後後１１～～２２年年のの間間にに行行っっててみみたたいい旅旅行行タタイイププ【【複複数数回回答答】】  
 沖縄旅行意向者の行ってみたい旅行タイプのトップは『海浜リゾート』であり、次いで『自然観光』

となった。これらは、コロナ前と比べてやや増加傾向にある。全体的な傾向は大きくは変わらない。
 一方、全国的には『自然観光』と『温泉』の人気が高い。
 他地域と比較して、沖縄に求めるものは、『海浜リゾート』、『ホテルステイ』、『リゾートホテル』、

『ロングステイ』である。これらは、旅行動機『日常生活からの解放』ともリンクした旅行タイプであ
る。コロナ禍では、旅行においても 3密を避けた行動が意識される。

※沖縄旅行意向者2020 年の上位 30 位までを掲載

(注)本設問は、最も行きたい旅行先で行いたい旅行タイプではない点に注意（沖縄旅行意向者が沖縄に限らず旅行を実施するにあた
って行いたい旅行タイプであり、沖縄で行いたい旅行タイプではない。）。

（%）

2019年
（n=288）

2020年 2019年 2020年

海浜リゾート
自然観光
温泉旅行

グルメ
テーマパーク

歴史・文化観光
都市観光
ロングステイ
ショッピング

マリンスポーツ
海水浴

リゾートホテル
高原リゾート
町並み散策

動物園・水族館
おしゃべり旅行

和風旅館
世界遺産巡り
ホテルステイ

スキー・スノーボード
パワースポット
祭・イベント

観光列車旅行
自然現象鑑賞
登山・山歩き
スポーツ観戦
秘境ツアー
芸術鑑賞

花の名所巡り
エコツアー

沖縄旅行意向者
（最も行きたい国内旅行先が沖縄） 国内旅行意向者全体
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33.. ココロロナナ収収束束後後にに行行いいたたいい活活動動とと旅旅行行先先  
 沖縄旅行意向者を含む日本人全体でみたときにコロナ収束後に行いたい活動は、「温泉」

16.4%、「自然や景勝地の訪問」13.1%が 1 割を超えた。コロナ収束後も、意向は大きくは
変わらない。

 行いたい活動別に訪れたい旅行先を尋ねたところ、沖縄県は以下の活動において上位３位以
内であった。「自然や景勝地の訪問【2位】」／「リゾート滞在（海浜）【1 位】」／「まち並み散
策・まち歩き【2 位】」／「海水浴・マリンスポーツ【1 位】」。いずれも、コロナ前と比べて海外のシ
ェアが縮小し、沖縄県のシェアが相対的に高まっている。

※訪れたい旅行先は、国内・ 海外問わずに自由に回答してもらい、その回答を国内は都道府県別（または地方別）、海外は国別
（または島別）に整理して集計した。

※参考として掲載した 2019 年は今後 1～2 年の間に行ってみたい旅行タイプ別の旅行先であり、コロナ収束後に行きたい旅行先と直
接比較できるものではない点に留意。

１位 大分県 １位 大分県 １位 沖縄県* １位 ハワイ
２位 群馬県 ２位 群馬県 ２位 ハワイ ２位 沖縄県
３位 静岡県 ３位 静岡県 ３位 静岡県 ３位 グアム

*沖縄：22、石垣島：4、宮古島：3、小浜島：1、読谷：1

１位 北海道 １位 北海道 １位 東京都
２位 沖縄県* ２位 沖縄県
３位 静岡県 ３位 ハワイ
*沖縄：15、石垣島：4、宮古島：2、八重山：1、西表島：1

１位 千葉県 １位 大阪府 １位 石川県 １位 京都府
２位 大阪府 ２位 千葉県 ２位 沖縄県* ２位 イタリア
３位 東京都 ３位 東京都 ３位 兵庫県、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙなど

多数 ３位 石川県
*沖縄：2

１位 北海道 １位 北海道 １位 大韓民国 １位 ハワイ
２位 韓国 ２位 東京都 ２位 韓国
３位 台湾 ３位 ハワイ ３位 東京都

１位 京都府 １位 京都府 １位 沖縄県* １位 沖縄県
２位 イタリア ２位 ハワイ
３位 奈良県 ３位 グァム

*沖縄：14、竹富島：1

参考：2019年（回答数：490）

参考：2019年（回答数：340）

参考：2019年（回答数：260）

参考：2019年（回答数：211）

２位 広島県、三重県 ハワイ、パラオ共和国

現地グルメ・名物料理（n=90)

歴史・文化的な名所の訪問（n=83) 海水浴・マリンスポーツ（n=27)

２位 福岡県、台湾

参考：2019年（回答数：631）

参考：2019年（回答数：625）

２位

２位

ショッピング・買い物（n=31)

温泉（n=171) リゾート滞在（海浜）（n=77)

自然や景勝地の訪問（n=137) 家族や親戚、友人知人訪問（n=74)

まち並み散策・まち歩き（n=38)テーマパーク・レジャーランド（n=93)

神奈川県、広島県、
北海道

参考：2019年（回答数：742）

参考：2019年（回答数：742）

参考：2019年（回答数：474）

（n=1,472）

温泉

自然や景勝地の訪問

テーマパーク・レジャーランド

現地グルメ・名物料理

歴史・文化的な名所の訪問
リゾート滞在（海浜）

家族や親戚、
友人知人訪問

まち並み散策・まち歩き

ショッピング・買い物

海水浴・マリンスポーツ
その他

無回答

（n=1,472）
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３位 静岡県 ３位 静岡県 ３位 静岡県 ３位 グアム

*沖縄：22、石垣島：4、宮古島：3、小浜島：1、読谷：1

１位 北海道 １位 北海道 １位 東京都
２位 沖縄県* ２位 沖縄県
３位 静岡県 ３位 ハワイ
*沖縄：15、石垣島：4、宮古島：2、八重山：1、西表島：1

１位 千葉県 １位 大阪府 １位 石川県 １位 京都府
２位 大阪府 ２位 千葉県 ２位 沖縄県* ２位 イタリア
３位 東京都 ３位 東京都 ３位 兵庫県、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙなど

多数 ３位 石川県
*沖縄：2

１位 北海道 １位 北海道 １位 大韓民国 １位 ハワイ
２位 韓国 ２位 東京都 ２位 韓国
３位 台湾 ３位 ハワイ ３位 東京都

１位 京都府 １位 京都府 １位 沖縄県* １位 沖縄県
２位 イタリア ２位 ハワイ
３位 奈良県 ３位 グァム

*沖縄：14、竹富島：1

参考：2019年（回答数：490）

参考：2019年（回答数：340）

参考：2019年（回答数：260）

参考：2019年（回答数：211）

２位 広島県、三重県 ハワイ、パラオ共和国

現地グルメ・名物料理（n=90)

歴史・文化的な名所の訪問（n=83) 海水浴・マリンスポーツ（n=27)

２位 福岡県、台湾

参考：2019年（回答数：631）

参考：2019年（回答数：625）

２位

２位

ショッピング・買い物（n=31)

温泉（n=171) リゾート滞在（海浜）（n=77)

自然や景勝地の訪問（n=137) 家族や親戚、友人知人訪問（n=74)

まち並み散策・まち歩き（n=38)テーマパーク・レジャーランド（n=93)

神奈川県、広島県、
北海道

参考：2019年（回答数：742）

参考：2019年（回答数：742）

参考：2019年（回答数：474）

（n=1,472）

温泉

自然や景勝地の訪問

テーマパーク・レジャーランド

現地グルメ・名物料理

歴史・文化的な名所の訪問
リゾート滞在（海浜）

家族や親戚、
友人知人訪問

まち並み散策・まち歩き

ショッピング・買い物

海水浴・マリンスポーツ
その他

無回答

（n=1,472）
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 コロナ収束後の旅行意向は、国内旅行は約 7割が行きたいと回答した一方、海外旅行は約 4割
が当面は行きたくないと回答していることから、海外旅行から国内旅行へのシフトは暫く続く可能性
が高いと考えられる。

 あまり行きたくない地域としては、「公衆衛生が徹底されていない地域」「人が密集している地域」
「感染者が多かった地域」が多く挙がった。これらは、行きたい地域の上位にはなっていないことから、
十分条件ではなく必要条件として捉えられており、満たされたからといって行きたくなる訳ではないが、
満たされないと旅行先候補から脱落する、最低限満たして欲しいことと考えられる。

（参考）コロナ収束後の旅行意向

出典：公益財団法人日本交通公社「新型コロナウイルス感染症流行下の日本人旅行者の動向（その４）」

（参考）コロナ収束後に行きたい地域・あまり行きたくない地域
（収束後に旅行に行きたいと回答した人のみ）【複数回答】

出典：公益財団法人日本交通公社「新型コロナウイルス感染症流行下の日本人旅行者の動向（その４）」

国内旅行 海外旅行

公衆衛生が徹底されていない地域

人が密集している地域

新型コロナウイルス感染者が多かった地域

外国人が多く訪れる地域

これまで旅行したことがない地域

その他

特にない

無回答

これまでに旅行したことのない地域

元々予定していた地域

これまでに旅行したことがあり愛着のある地域

あまり人が密集しない地域

公衆衛生が徹底されている地域

宿泊や地域産品・施設等の割引が行われ…

新型コロナウイルスがあまり流行しなかった地域

その他

無回答

行きたい地域 あまり行きたくない地域

宿泊や地域産品等の割引が行われる地域

（n=1,472） （n=1,472）

女性
女性 代
女性 代
女性 代
女性 代
女性 代
女性 代
女性 代

行きたい

当面（２年間程度）は行きたくない

収束しても、もう行きたくない

新型コロナウイルスの流行に関係なく、国内旅行には行きたくない

無回答
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第第 55章章  受受入入側側のの沖沖縄縄がが取取りり組組むむべべきき事事項項  

本章では、前章までの集計・分析結果をふまえ、受入側の沖縄が取り組むべき事項を 10 の視点とし
てとりまとめた。

調査結果 求められる取組の視点
安全・安心は旅行の必要条件となっている（p.21【コロ

ナ収束後に行きたい地域・あまり行きたくない地域】）

① 沖縄滞在中の一貫した安全・安心の
確保、周知 (p.23)

「公衆衛生の徹底」や「密の回避」への意識から公
共交通機関を回避する傾向にある（p.7【旅行先での交

通手段】）

② 発地からの移動も含めた安全・安心の
確保、周知 (p.25)

安全・安心は旅行の必要条件となっている（p.21【コロ

ナ収束後に行きたい地域・あまり行きたくない地域】）
③ 地域医療体制の充実 (p.26)

3 密回避を意識した旅行計画・行動が取られている
（p.15【旅行中の新型コロナウイルス対策】、p.21【コロナ収束後に

行きたい地域・あまり行きたくない地域】）／旅行計画の直前
検討、直前予約が増加している（p.6【予約時期】）

④ リアルタイムな情報発信による時間的・
空間的な分散化 (p.27) 

密を避けた少人数旅行、個人旅行が増加している
（p.7【旅行形態】）／感染対策は日常生活だけでなく
旅行中においても浸透している（p.15【旅行中の新型コロ

ナウイルス対策】）

⑤ 新しい生活様式を前提としたサービス
デザイン (p.28)

リゾート滞在や海水浴・マリンスポーツ、自然・景勝
地訪問の旅行先として沖縄が人気（p.20【コロナ収束

後に行いたい活動と旅行先】）／新型コロナウイルスの影響
を受けて旅行は当面は控えるという層も一定数存在
している（p.21【コロナ収束後の旅行意向】）

⑥ 沖縄ファン・リピーターに向けた訪沖需要
の維持・喚起 (p.29)

県民旅行が増加している（p.5【居住地】） ⑦ 県内旅行の醸成 (p.30)

3 密回避の意識から宿泊先でのステイを楽しむ観
光が着目されている（p.19【今後１～２年の間に行ってみた

い旅行タイプ】）／沖縄旅行意向者において高所得者
層が増加傾向にある（p.17【世帯収入】）

⑧ 地域連携による消費機会の創出
（高付加価値・高単価の体験コンテンツ提供、

オンラインでの地場産品の消費機会の創出、

等） (P31)

コロナ禍での旅行には「旅行先で快く思われなかった
のでは」といった不安がある（p.14【実施した旅行の感想】）

⑨ 歓迎の意思を伝える (p.32)

旅行における「日常生活からの解放」への欲求が高
まっている（p.18【旅行の動機】）／沖縄訪問意向者が
沖縄に求めているのは海浜リゾートや自然観光であ
り、環境への配慮という視点が欠かせない（p.19【今後

１～２年の間に行ってみたい旅行タイプ】）

⑩ レスポンシブル・ツーリズム
（責任ある観光） (p.33)
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確保、周知 (p.23)

「公衆衛生の徹底」や「密の回避」への意識から公
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検討、直前予約が増加している（p.6【予約時期】）

④ リアルタイムな情報発信による時間的・
空間的な分散化 (p.27) 

密を避けた少人数旅行、個人旅行が増加している
（p.7【旅行形態】）／感染対策は日常生活だけでなく
旅行中においても浸透している（p.15【旅行中の新型コロ

ナウイルス対策】）

⑤ 新しい生活様式を前提としたサービス
デザイン (p.28)

リゾート滞在や海水浴・マリンスポーツ、自然・景勝
地訪問の旅行先として沖縄が人気（p.20【コロナ収束

後に行いたい活動と旅行先】）／新型コロナウイルスの影響
を受けて旅行は当面は控えるという層も一定数存在
している（p.21【コロナ収束後の旅行意向】）

⑥ 沖縄ファン・リピーターに向けた訪沖需要
の維持・喚起 (p.29)

県民旅行が増加している（p.5【居住地】） ⑦ 県内旅行の醸成 (p.30)

3 密回避の意識から宿泊先でのステイを楽しむ観
光が着目されている（p.19【今後１～２年の間に行ってみた

い旅行タイプ】）／沖縄旅行意向者において高所得者
層が増加傾向にある（p.17【世帯収入】）

⑧ 地域連携による消費機会の創出
（高付加価値・高単価の体験コンテンツ提供、

オンラインでの地場産品の消費機会の創出、

等） (P31)

コロナ禍での旅行には「旅行先で快く思われなかった
のでは」といった不安がある（p.14【実施した旅行の感想】）

⑨ 歓迎の意思を伝える (p.32)

旅行における「日常生活からの解放」への欲求が高
まっている（p.18【旅行の動機】）／沖縄訪問意向者が
沖縄に求めているのは海浜リゾートや自然観光であ
り、環境への配慮という視点が欠かせない（p.19【今後
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①沖縄滞在中の一貫した安全・安心の確保、周知
ウィズ／ポストコロナにおいては、安全・安心は十分条件ではなく必要条件として捉えられ、満たされな

いと旅行先候補から脱落することが想定される。安全・安心の確保については、各施設での取組はもちろ
んのこと、沖縄全体で滞在中一貫した感染対策を実施・周知（見える化）することが観光客の安心感
に繋がる。沖縄県でも、2020 年 6 月に旅行者の安全・安心アクションプラン「沖縄 Tour Style With 
コロナ」を策定。業種別ガイドラインの遵守を実施している施設等に「沖縄県感染防止対策徹底宣言ス
テッカー」を発行して観光客や県民の皆様に安心して利用できる施設であることを周知するとともに、
LINE を活用した接触可能性通知システム 「RICCA（リッカ）」を運用している。OCVB 作成の
YouTube「A safe trip to Okinawa with Smiles」でも、沖縄滞在中のニューノーマルなおもてなし
や安全を紹介。さらなる徹底に向けては、現地調査を加えた認証等も考えられる。

（参考）観光分野における“認証”に関する取組例：国内

※上記の事例はすべて、「現地調査」、「認定証・ステッカー等の配布」、「認定取得施設の HP への掲載」を実施。
出典：各自治体ホームページをもとに作成

群馬県 ストップコロナ！対策認
定制度

事業者の多くが客足回復に不安を抱き、消
費者も各店舗が感染症対策を心配する状
況下、業界団体等が作成したガイドラインに
基づき、感染症対策を適切に行っている店
舗を現地調査・審査し、県が認定する制
度。

・県内店舗 ・事業規模に応じて申
請先が異なる（中小：
商工団体、大企業：
県）
・認定取得が補助金の
申請要件

山梨県 やまなしグリーン・ゾーン
認証制度

あらゆる感染症に強い社会を目指す「やまな
しグリーン・ゾーン構想」のもと、基準に沿って
徹底した感染予防対策を行っている飲食店
や宿泊施設等を対象に、現地を確認し責任
を持って認証する制度。

・宿泊業
・飲食業
・ﾜｲﾅﾘｰ
・酒蔵

・認証施設を含む観光
コースの紹介サイトを作
成
・これからのおもてなしとし
て、各施設の取組を動
画で紹介

鳥取県 「新型コロナ対策認証
事業所」認証制度

県民の不安解消、経済活動の回復、感染
拡大予防対策の向上を図る目的。対策手
順書を独自に策定の上、実際の運用を行う
ことが必要。県職員による立入検査後、感
染症対策の専門家が妥当と評価した場合に
認証書を交付。

・飲食業
・理美容業
・宿泊業
等

・認証取得を感染症対
策の専門家が支援・サ
ポート
・認証された事業所は、
協賛店の模範となるモデ
ル的事業所となる

徳島県 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡
大予防ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ実践
店ｽﾃｯｶｰ

事業者の社会経済活動を促し、県民の安
全で安心なくらしを守るための「とくしまスマート
ライフ宣言！」にもとづき、各業界団体が取
組状況を確認して認定。

・県内事業
者

・業界団体を通じて県に
申請
・認定後も定期的に各
団体が実践状況確認
し、県に報告

長崎市・
雲仙市・
佐世保市

ﾁｰﾑﾅｶﾞｻｷｾｰﾌﾃｨ 長崎大学の協力のもと、長崎市・雲仙市・佐
世保市が、官民一体のチームで取り組む宿
泊施設に対する安全性を可視化し、宿泊客
の感染リスクの不安軽減を図るため認証制
度。実地審査を行い、認証を行う。

・宿泊施設 ・長崎大学監修ビデオ教
材の全従業員の受講
・認証後の定期的な継
続審査

対象者 特徴

国
内

地域 名称 概要

定制度
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（参考）観光分野における“認証”に関する取組例：海外

※上記の事例はすべて、「現地調査」、「認定証・ステッカー等の配布」を実施。
出典：政府観光局等ホームページをもとに作成

トルコ セーフ・ツーリズム認証 トルコ政府文化観光省が主導するプログラ
ム。宿泊、飲食、運輸サービス分野を包括
し、旅行中の全ての段階における感染予防
対策の評価基準を策定し、その基準を満た
す「ホテル」「飲食施設」「車両」を認定。

・宿泊施設
・飲食施設
・観光施設
・公共交通
機関等

・30室以上を有する全
ての宿泊施設で取得を
義務づけ
・毎月の定期点検に加
え、覆面検査官による検
証
・証明書には検査結果
QRｺｰﾄﾞが付与され、施
設利用者も検証結果を
確認可

タイ ｱﾒｰｼﾞﾝｸﾞﾀｲﾗﾝﾄﾞ健康
安全基準（SHA）
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

コロナ後に行きたい国としてタイが選ばれるよ
う、厳しい衛生基準と認証制度を設け、国内
外の旅行者からの信頼を高め、旅の安心感
を提供する国を挙げた取組。保健省等と協
力して観光庁が主導。観光に関連する10分
野が対象。厳格な審査あり。

・飲食施設
・宿泊施設
・観光施設
・交通機関
・土産店等

・検査官の厳格なチェッ
クとタイ国政府観光庁
（TAT)の審査に合格し
なければならない
・認証の有効期限は2年
で、違反があれば認証の
取り消しがある

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ SGクリーン認証 シンガポール政府が推奨する消毒衛生の各
種管理基準(事業タイプごとに定められた衛
生管理方法およびマネジメントの管理監督責
任、清掃方法および公衆衛生)に徹底準拠
する施設を認証する制度。査定人から評価
を受け、要件が満たされれば認証。

・観光地
・会議施設
・屋台
・ﾏｰｹｯﾄ等

・「清潔を保つ文化」を啓
蒙し、衛生環境の引き
上げを図る環境庁主導
のSGクリーンキャンペーン
の一環
・違反による認証取消時
に査定人が必要な対応
を助言、改善すれば再
認証可

ニューサウ
スウェール
ズ州（オー
ストラリ
ア）

NSW州政府保健局によって設計され、
Chief HealthOfficerによって承認された
チェックリストである安全計画を基に行う認証
制度。事業者は業種ごとの安全計画を確認
し、それに基づいて店舗ごとの安全計画を作
成・申請する。登録事業者はQRコードの発
行がされ、これを読み取った訪問者の記録が
閲覧可能となっている。

州内事業者 ・ジム、ホスピタリティ施設
（レストラン、カフェ、カラ
オケバー等）などでは登
録が義務付け
・公衆衛生命令に違反
した場合、罰金の支払
いが命じられ、違反が続
いた場合、営業停止とな
ることもある

地域

海
外

名称 概要 対象者 特徴
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②発地からの移動も含めた安全・安心の確保、周知
コロナ禍においては、旅行時だけではなく、日常生活においても「公衆衛生の徹底」や「密の回避」への

意識から公共交通機関が回避されており、この傾向は一定程度続くと考えられる。沖縄へのアクセスには
飛行機による移動が避けられないことから、現地での感染対策のみならず、発地から那覇空港に到着す
るまで安心して移動できることを、対策の徹底はもちろんのこと航空会社等と一体となって伝えることが重
要である。

（参考）コロナ禍の旅行プロセスを詳しく紹介【ハワイ州観光局】
ハワイ州観光局では、日本人観光客専用の新型コロナウイルス情報サイトを設置。ハワイでの感染

者発生状況の提供だけでなく、ハワイ旅
行におけるスクリーニングのプロセスを紹
介。事前検査プログラムや入国時必要
書類についての説明が順を追って詳細に
掲載されている。島間移動の条件や各
航空会社、宿泊施設での感染症対策
への取り組みも紹介。旅行前の準備から
到着時、旅行中の対応と、コロナ禍にお
けるハワイ旅行のプロセスをわかりやすく
詳細に伝えている。

出典：ハワイ州観光局「新型コロナウイルス情報サイト」ホームページ（https://www.allhawaii.jp/covid19）

（参考）コロナ対策周知における航空会社と観光局の連携【トルコ航空×トルコ政府観光局】
独自の認証制度「セーフ・ツーリズム認証」

を行っているトルコでは、トルコ航空とトルコ政
府観光局が連携して同制度の周知を行って
いる。公開されている動画では、発地から一
貫した安全・安心な旅が提供されていることを
伝えており、トルコ到着後の空港やホテル、観
光地で実際の取組や認証制度の活用方法
を知ることができる。

出典：YouTube「Safe Tourism Program Türkiye | Go Türkiye」（https://www.youtube.com/watch?v=r7LNSYTKnqA）
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③地域医療体制の充実
コロナ禍に旅行者から選ばれる観光地となるためには、各施設における感染対策だけでなく、安全・安

心な医療体制があることも重要となる。沖縄においても、旅行者専用相談センター（TACO）の設置や
那覇空港 PCR 検査プロジェクト（NAPP）の実施等、県民が安心して旅行者を迎え入れ、旅行者が
安全・安心に沖縄で楽しめるよう、医療機関や検査機関等と連携した取組を実施しているが、旅行先
で感染の疑いがあった場合や体調が悪くなった際の対応など事前に詳細な情報を提供すること、地域の
連携体制が明確であること、旅行者を受け入れることのできる医療体制があることは旅行者にとっての安
心に繋がる。また、不特定多数との接触が多い観光従事者へのPCR検査の実施など、旅行者だけでな
く観光従事者を守ることも安全・安心な観光地の実現に向けて必要な取組である。

（参考）地域医療機関との連携で安全･安心の観光地に【新潟県妙高市】
妙高市では「日本一安全・安心観光地宣言」を掲

げ、地域医療との連携を組み込んだ市民主体のウィズ
コロナ時代の観光戦略「妙高モデル」に取り組んでい
る。DMO による査察、免疫力を高める地元食材の提
供、COCOA の普及に加え、地元の医療機関と連携
して感染症対策の独自基準を設定・感染症対策の相
談体勢を確立。アフターコロナ・ニューノーマル時代にお
ける「安全・安心で選ばれる観光地・妙高」を目指す。
出典：妙高観光局「妙高市日本一安全・安心観光地宣言サイト」

（https://www.myoko-note.jp/safety/）

（参考）旅行先での「万が一」のために【トルコ】
「セーフ・ツーリズム認証」プログラムでは、30 室以上の宿泊施設では、

海外からのゲストからのリクエストに基づき新型コロナ検査を実施できる設
備を整えることが求められる。これらの施設では、医療従事者を配置する
か、医療機関との合意の下で検査サービス機能を提供している。加え
て、ベッド数が30床以上の宿泊施設は、訪問者に隔離エリアを割り当て
る義務があり、訪問者が新型コロナと診断された場合、訪問者とその近
親者は、宿泊施設内の隔離スペースとして
定められた部屋に収容される。また、トルコ
滞在中に新型コロナに罹患した場合の治
療費をカバーするトルコ独自の保険を用意
している。

出典：トルコ共和国大使館文化広報参事官室「『セーフ・ツーリズム認証』プログラムにおけるトルコ休暇に関しての Q&A」
（http://www.tourismturkey.jp/pressrelease/TurkeyNR_20200828.pdf）
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④リアルタイムな情報発信による時間的・空間的な分散化
ICT の活用により、予約システム、価格付け、動態情報の活用を進め、”密“を避け、時間的、空間

的な平準化と合わせて観光空間の快適化を図ることが求められる。観光地別の混雑状況を提示するこ
とは空いている場所への誘導に繋がる。「混んでいるから来ないで」ではなく、「空いているところで楽しんで」
というメッセージを示すことが重要である。コロナ禍においては、コロナの感染状況や、政府や自治体による
施策・要請等に応じて旅行計画を立てることになることから、従来よりも旅行に行く計画を立てるのが遅く
なり、直前検討、直前予約が増える傾向にある。コロナのへの対応状況や混雑状況等、これまでよりも、
よりリアルタイムな情報発信が求められている。

（参考）京都観光快適度マップ【京都市観光協会】
人気観光スポット周辺の時間帯別の観光快適度（観光地の人の量を５段階で示したもの）の

予測やリアルタイム情報のほか、日中でも比較的空いている魅力的な観光スポットなど、密を避けた観
光に役立つ情報を提供。

出典：京都観光オフィシャルサイト「京都観光 Navi」ホームページ（https://ja.kyoto.travel/comfort/）

（参考）観光客の属性に合わせた周遊プランやエリアごとの混雑状況をリアルタイムに配信
【山口県長門市・株式会社日立システムズ】

山口県長門市と株式会社日立システムズは、長門市内の観光施設や地元企業約 30 社の協
力を得て、新型コロナウイルス感染拡大防止と観光産業活性化の両立をめざす実証実験を開始し
た。長門市内の主要な観光地計 7 か所に整備した「ながとフリーWi-Fi」を活用し、観光客の属性に
合わせた周遊プランや観光エリアごと
の混雑状況などの情報をプッシュ型
でリアルタイムに配信する。これによ
り、観光客に観光地の周遊や消費
行動を促し、地域のさまざまな魅力
を知ってもらうとともに 3 密を回避し
た安全・安心な旅を提供することで、
満足度やリピート率を高めることをめ
ざす。

出典：山口県長門市・株式会社日立システムズ報道発表資料「長門市と日立システムズが地方創生に向けて
新型コロナウイルス感染防止と観光振興の両立をめざす実証実験を開始」（2020 年 11 月 27 日）

（https://www.hitachi-systems.com/-/media/news/2020/download/20201127.pdf）
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⑤新しい生活様式を前提としたサービスデザイン
コロナ禍においては密を避けた少人数の旅行が推奨され、個人旅行の比率がより高まっている。マスク

着用、除菌剤の励行、ソーシャルディスタンスの確保等の感染対策も、日常生活だけでなく旅行中にお
いても浸透している。こういった“新しい生活様式”は日常になりつつあり、コロナ禍における一過性の動き
ではなく、今後もその傾向は長期的に続くと考えられる。このような状況下では、新しい生活様式を前提
として前向きな新しい付加価値としてサービスを提供していくことを工夫することは、施設や観光地のブラン
ディング向上にもつながる。

（参考）“ピクニックスタイルディナー”という新たな付加価値を提案
【星野リゾート リゾナーレ小浜島】

星野リゾート リゾナーレ小浜島では、ピクニックスタイルでディナーを楽しめる「ティンガーラナイトディナ
ー」を実施。豊かな自然を身近に感じる屋外の空間で、開放的な雰囲気の中、レジャーシート、ランタ
ン、グラス、星座表などが入ったオリジナルのおでかけバスケットとともに、レストランの料理を楽しむことが
できる。ピクニックスタイルのディナーは 3 密回避になるだけでなく、屋外空間で優雅な夜のひとときを過
ごすという新たな付加価値を提供している。

出典：リゾナーレ小浜島ホームページ（https://risonare.com/kohamajima/experiences/tingara-nightpicnic/）

（参考）“知床トコさん“を活用した観光地ブランディング×感染対策
【北海道斜里町】

北海道斜里町では、知床を訪れる観光客に抵抗感無く新しい生活様式
への対応をお願いできるよう、観光ブランディング事業の一環で誕生したヒグマ
のシンボルキャラクター「知床トコさん」を使ったオリジナルのピクトグラムや受付カ
ウンターの2m間隔誘導用表示を作成。ピクトグラムは町内の事業者が無料
で使用でき、町内の至るところでコロナ対策に活用している。知床トコさんは、
タンブラーや T シャツ、トートバッグ、タオルなどのグッズ販売も行っており、お土
産だけではなく自分用としても人気。また、一体感が生まれ町のイメージ向上
に繋がることを期待し、斜里町内の事業者に知床トコさんがデザインされたマ
スクを無料で配布している。

出典：一般社団法人知床しゃりホームページ（https://www.shiretoko-sustainable.com/）
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（参考）“知床トコさん“を活用した観光地ブランディング×感染対策
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⑥沖縄ファン・リピーターに向けた訪沖需要の維持・喚起
リゾート滞在や海水浴・マリンスポーツ、自然・景勝地訪問の旅行先として沖縄を想起し、早く沖縄に

行きたいと思っている層は多い。その一方で、新型コロナウイルスの影響を受けて旅行は当面は控えるとい
う層も一定数存在しており、特に高齢者にその傾向が強い。年齢や体調不安等から、沖縄に行きたいけ
れども今はまだ控えようという沖縄ファンも多くいるだろう。“沖縄観光情報 WEB サイトおきなわ物語”でも
「おうちでおきなわ気分」「オンライン旅行特集」等のコンテンツを発信しているが、こういった沖縄の魅力や
情報を発信し続けること、オンラインツアーや e コマース等を活用して常に観光客とのタッチポイントを切れ
させないことで、沖縄ファン・リピーターの訪沖需要の維持・喚起につなげていくことが重要である。

（参考）Airbnb と提携して公認の様々なオンライン体験コンテンツを紹介【渋谷区観光協会】
国内の自治体として初めて Airbnb と提携し、渋谷区観光協会公認の様々なオンライン体験コン

テンツを紹介。コロナで途絶えたインバウン
ドで低迷する観光業の新しい事例づくりを
目的とし、国際文化観光都市「渋谷」が
誇る渋谷ならではのユニークなコンテンツ
を、Airbnb プラットフォームを通じて世界に
提供する。渋谷観光大使と楽しむプログラ
ムの他、フォトジェニックツアー、地元の人と
渋谷での一日、レシピ伝授等、新たな渋
谷を再発見するプログラムを展開。

出典： 渋谷区観光協会ホームページ（http://play-shibuya.com/）、Airbnb 特設サイト:渋谷オンライン体験（http://airbnb.jp/shibuya）

（参考）特産品の消費×生産者と繋がるオンライツアー【あうたび合同会社】
「日本中の素敵な人に出会う旅」をテー

マに人と人が繋がる旅を提供する、あうた
び合同会社では、飲んで食べて地域を応
援し、生産者に会うオンラインツアーを全国
の自治体や観光協会、農家等と提携し
開催している。果物や野菜、お肉などの生
鮮食品だけでなく、加工食品やお酒まで
様々な食品を組み合わせた応援セットの
購入がツアー参加費となっており、金額や
好みによって好きなセットを選ぶことができ
る。オンラインで直接生産者の話を聞いたり、生産者との懇親会が開かれるなど、消費に貢献するだけ
でなく人との繋がりを感じられる旅行を提供している。

出典：あうたびオンラインツアーホームページ（https://autabi.com/）
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⑦県内旅行の醸成
沖縄県において観光産業は基幹産業であり、このコロナ禍を機に、改めてリスクに対して頑健な産業を

目指していく必要がある。中期的には国内需要を観光需要のベースに置き、固定客としての県民を含め
たリピーター層や、地域のファン層を重視することが重要となる。コロナ禍以前より県民向けの「島あっちい
(体験型モニターツアー)」事業も行われているが、離島観光の促進、県民が県内の観光を楽しむ気持ち
の醸成、日常の中にある非日常の楽しみ方の提案、自宅ではできない過ごし方を提案することでの宿泊
の動機づけなどの取組が挙げられる。修学旅行においても、これまで訪問先に挙がらなかった県内を訪れ
ることは、改めて沖縄の魅力を感じる機会にもつながる。県内でも既に一部地域では、観光産業と教育
機関が連携し、ホテルでの接客体験など観光産業でのキャリア教育を絡めた県内修学旅行も実施され
ている。県民が地域を知ること、観光業界を知ることは、郷土愛の醸成につながる。

（参考）「地元を知る」×「観光産業を知る」修学旅行【本部町立瀬底小学校】
例年は本島南部での平和学習を中心とした修学旅行を実施しているが、コロナ禍の影響で実施が

危ぶまれた。そこで、自分たちの居住地域である北部であれば安心できること、また、自分たちの地域
を知る機会になることから、北部での体験学習を中心とした修学旅行に変更。東村村民の森つつじエ
コパーク、やんばるアドベンチャーフィールドでのアドベンチャー体験に加え、ヒルトン沖縄瀬底リゾートと
連携し、キャリア教育のプログラムを実施した。マナー講座（あいさつ・おじぎの仕方、接客方法、おも
てなしの心）や英語の大切さ、ホテルの理念や職業人として大切にしていること等を学ぶことで、ホテル
の仕事に興味を持つようになった児童も多く、どの職業に就いても共通する職業人としての心構えを学
んだことは子どもたちにとって大きな収穫となった。なお、ヒ
ルトン沖縄瀬底リゾートとは、修学旅行以外でも美化活
動への協力、異文化交流会等での交流も行っている。
また、地域学習としては、地元のダイバーやボランティア
等の協力も得て、瀬底の海・サンゴ礁を学びながらのシュ
ノーケリング体験も実施。

出典：本部町立瀬底小学校 学校便り「瀬底っ子がじゅまる」No.11、12、23、26（2021 年 1月 28日発行）、
本部町立瀬底小学校ヒアリング

（参考）地元のスキマ旅【Sukima信州】
「信州のスキマを好きで埋める」をコンセプトに「スキマ旅」の

魅力を発信しているローカルメディア「Sukima 信州」では、地
元の人も楽しめるニッチな長野県の観光情報を公開している。
スキマ旅では、どこに行くのか、どのくらい移動するのかよりも「訪
れた先で何をするのか」「何を目的に旅するのか」「自分は何が
好きなのか」を大事にする観光スタイルを推奨している。いつもと
違った視点から地元を見ることで新しい魅力を発見できるよう、
目的やエリア、同行者などによって違う楽しみ方を提供している。

出典：Sukima信州ホームページ（https://skima-shinshu.com/）
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⑧地域連携による消費機会の創出 
コロナ禍においては、 3 密を避けた行動が意識されることから、あちこち巡る観光からじっくり滞在する

観光へのシフトがより促進され、宿泊先でのステイを楽しむ観光も着目されている。海外旅行から国内旅
行へのシフトの影響もあってか、沖縄旅行意向者において高所得者層が増加傾向にあるが、例えば、い
わゆるラグジュアリーホテルでは、 滞在価値を最大化するために、地域性の高い体験型コンテンツを提供
している。“ステイ”はその性質上、消費が宿泊施設内に限定される傾向があるが、施設単体の取組とす
るのではなく地域とも連携することで、地域への経済効果波及はもちろん、相互の消費機会の拡大につ
なげることができる。また、地域全体で十分に感染防止対策を講じることが前提となるが、「地域での飲
食やアクティビティへ誘導するような施設内での情報発信」、あるいは逆に「地域の飲食やアクティビティの
施設内への「出前」」といった取組を行うことなども考えられる。さらに、沖縄県でも、コロナ対策緊急応援
サイト「まいにちに。おきなわ」を立ち上げているが、現地での対応だけではなく、オンライン上での地域連
携も、地場産品の消費機会の創出に寄与する効果的な取組である。

（参考）宿泊者に高品質・高単価の地域体験プランを提供【星のや竹富島】
星のや竹富島では、達人の指南のもとで島の素材を編み込んで民具を作る「手業の学び舎」、絶

景の滝へ向けリバートレッキングをしながら西表島を満喫する「西表島ジャングルリバートレッキング」等、
高品質・高単価の地域企業と連携した地域体験アクティビティを提供。ホテル内だけではなく、地域で
の消費機会に繋がっている。

出典：星のや竹富島ホームページ（https://hoshinoya.com/taketomijima/experience/）

（参考）ご当地キャラクターによる地域消費の誘発【高知県須崎市】
高知県須崎市では市の公式マスコットキャラクター「しんじょう

君」のグッズ通販サイトを、地元事業者の生鮮食品や特産品を
購入できる「高知かわうそ市場」にリニューアルした。しんじょう君が
店長となり、「かわうそキッチン」として調理法などを伝達しているな
ど、ご当地キャラならではの取組が魅力的だ。須崎市の特産であ
る海鮮品のみならず、高知県内のブランド肉の販売や各種特
産品の販売を行っており、県全体の消費を促している。サイトのリ
ニューアル以降、半年間の売上は 2.5 億円となっており、県内の
特産品開発会社と提携した商品販売なども実施している。

出典：高知かわうそ市場ホームページ（https://kochi-kawauso.com/）
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⑨歓迎の意思を伝える
旅行者にとってコロナ禍での旅行は、旅行前には「自分がウイルスを持ち込まないか」「旅行に行くことで

周囲から批判されないか」「旅行先の事業者や地域住民から快く受け入れてもらえないのではないか」、
旅行後には「旅行先で快く思われなかったのではないか」といった不安がある。沖縄県でも、知事によるメッ
セージ動画を公開して「まっちょーいびーんどー（お待ちしております）」と歓迎の意を表しているが、感染
対策の情報を発信するだけでなく、心から旅行者の訪問を歓迎している気持ちを伝えることは、旅行に対
して敏感になっている旅行者に安心感を与える。また、現地においても、観光従事者や地域住民から温
かく迎え入れてもらえたという経験は旅行者の高い満足度にも繋がる。人とのつながりが希薄になっている
コロナ禍においては、観光関連事業者だけでなく、地域住民を含めた地域全体が旅行者を歓迎する姿
勢で接することが、これまで以上に重要である。

（参考）最新状況をふまえた旅行者へのメッセージ【長野県観光機構】
サイトを開くと、ポップアップで最新状況をふまえた県知

事からのメッセージ「長野県への旅行をお考えいただいてい
る皆さまへ」が表示され、いまの状況下の来訪について、
長野県としてのスタンスを確認することができる。（確認し
た時点では一部地域に緊急事態宣言が発出されている
状況であり、居住地の自治体から発出されている要請を
ふまえた行動のお願い、県民に対しては県民限定プランの
利用呼びかけを掲載。） 出典：長野県公式観光サイト「GoNAGANO」（https://www.go-nagano.net/）

（参考）観光客を歓迎する準備ができていることを発信【ｵｰｽﾄﾗﾘｱ・ｸｲｰﾝｽﾞﾗﾝﾄﾞ州観光局】
オーストラリア・クイーンズランド州観光局では、ホームページ（英

語）を通じて、「Queensland is Good to Go」という表現で、安全
に観光客を受け入れる準備ができていること、観光客を歓迎している
ことを発信している。ウェブ上では、必要なコロナ対策をとった上で営
業している施設・店舗を「Good to Go」で表示し、“今までとは違う
新しい旅を楽しもう”というメッセージとともに紹介。また、今すべきことと
して 292 の旅行のアイデア集もあわせて紹介している。

出典：クイーンズランド州観光局ホームページ（英語）（https://www.queensland.com/us/en/info/good-to-go.html）
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に観光客を受け入れる準備ができていること、観光客を歓迎している
ことを発信している。ウェブ上では、必要なコロナ対策をとった上で営
業している施設・店舗を「Good to Go」で表示し、“今までとは違う
新しい旅を楽しもう”というメッセージとともに紹介。また、今すべきことと
して 292 の旅行のアイデア集もあわせて紹介している。

出典：クイーンズランド州観光局ホームページ（英語）（https://www.queensland.com/us/en/info/good-to-go.html）
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⑩レスポンシブル・ツーリズム（責任ある観光）
沖縄訪問意向者は「日常生活からの解放」への欲求が高まっていることから、旅行先で開放的な気

持ちになり、感染予防対策が疎かになる人もいるかもしれない。このような状況において、観光客に自分
の行動が地域や環境へ負荷をかけているという事を意識した自律した行動をとってもらうことで、より良い
観光地を作っていこうという考え方である「レスポンシブル・ツーリズム」（責任ある観光）が注目される。
観光客に安心して楽しい時間を過ごしてもらうためには、 受入側だけでなく観光客にも求めるべきものが
ある。「来てくれる人は誰でもウェルカム」という発想を切り替え、地域側で「来て欲しい」人を明確にイメー
ジして誘導することが重要となる。その際には、ルールを押し付けるのではなく、地域が大切にしている思い
を丁寧に伝えることも欠かせない。観光地は住民にとっては日常生活の場であり、住民にとって大切なこと
を知ってもらうことで、住民が大切に思うものを大事にする観光につなげていく。また、沖縄訪問意向者が
沖縄に求めているのは海浜リゾートや自然観光であり、環境への配慮という視点においても、責任を持っ
て楽しんでもらうことが必要になる。

（参考）日本一サンゴと人にやさしい村の実現に向けて～Green Fins の導入～【沖縄県恩納村】
恩納村は、2018 年に「サンゴの村宣言」をし、2019 年に

「SDGs 未来都市」にも選定。サンゴを守ることで持続可能な
村を実現するための取組の一貫として、環境に優しいダイビン
グやシュノーケリングの国際的なガイドライン「Green Fins」の
導入を進めている。Green Fins はサンゴ礁の生態系を保全
するためのプログラムであり、環境に配慮したダイビングやシュノ
ーケリングのガイドラインの作成と、それを遵守しているダイビング
ショップの評価・認定を行う。世界的には政府主導で導入され
ることが多く、自治体で導入するのは恩納村が世界初。観光
客がダイビングやシュノーケリングを行なう際には、認証を受けた
ダイビングショップの選択・ガイドライン遵守等、海やサンゴ礁に
配慮した責任ある行動を求めている。

出典：恩納村 Green Fins（グリーン・フィンズ）サイト（http://www.vill.onna.okinawa.jp/politics/1508724757/1610705037/）

（参考）自然を守るための誓い【パラオ】
パラオでは 2017 年 12 月より、 “Palau Pledge” (パラオ

誓約)への同意署名欄が含まれた入国スタンプに変更。入国
審査官の指示に従って署名し、署名したものにだけ入国が許
可される。違反が認められた場合は最大 100 万ドルの罰金と
なる。パラオへ向かう機内ではこの誓約についての案内ビデオが
上映される。このほか、サンゴ礁に有害な成分を含む日焼け止
め製品の輸入、販売及び持ち込みを禁止する法律が 2020
年 1 月から施行されている。

出典：駐日パラオ共和国大使館「パラオ・プレッジ（誓約）導入について」
（http://palauembassy.or.jp/blog/2017/12/palau-pledge/#.YCHS7-j7Tcs）
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結結びびにに  

2020 年は、年初に誰もが予想しなかった新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により、国内・海
外・訪日の全ての旅行需要が消失してしまう事態を招き、全世界の観光業が、世界経済が打撃を受け
た。
本来、2020 年は東京五輪・パラリンピックの開催年であり、また那覇空港第二滑走路の供用開始

(3 月下旬)等、沖縄観光に更なる追い風が吹くことが期待されていたが、同感染症が景色を一変させた。
観光関連産業のみならず幅広い業種に影響が及び、売上等が急減、休業や廃業を余儀なくされる事
業者も多数出て、従業員の雇用への影響（解雇や雇い止め、内定取消等）も大きく、2021 年に入
っても県経済は厳しい状況が続いている。
一方で、このような厳しい経済環境下でも、知恵を出し、創意工夫を行いながら、この難局を生き残り、
乗り切ろうとする民間事業者の取組も数多く生まれており、今後、それを支える共助・公助のサポートが
重要となるであろう。
当公庫としても、今後の観光復興につながる一助となればという思いから、公益財団法人日本交通

公社に調査を委託し、コロナ禍において沖縄を訪問した・あるいは訪問したい日本人旅行者のニーズを
分析、受入側の沖縄が取り組むべき事項を 10 の視点としてとりまとめた。
調査結果からは、「安全・安心」は旅行の必要条件であり、発地からの移動を含め滞在中のあらゆる

場面において安全・安心の確保、周知が必要であること、またコロナ禍を経験したことによる「新たな生活
様式」を前提としたサービスの提供が求められること、一方で、観光客にも環境や住民への配慮といった
「レスポンシブル・ツーリズム（責任ある観光）」すなわち自律した行動をとってもらうことが必要になる等、
これまで以上に「量」から「質」を高める取組が求められることが確認された。
沖縄県は 2021 年 2 月に、第 6 次沖縄県観光振興基本計画策定に向けた基本的な方向性とし

て「With コロナ、After コロナ時代の新たな沖縄観光方針案」を発表した。同方針案は、「安全・安心」
を前提としつつ、「量」から「質」に重きを置き、文化や歴史等のソフトパワーを活用した高付加価値型の
「持続可能な観光」を推進する内容であることから、今回の調査結果が県の方針案に沿ったものであるこ
とが確認できた。今後は、同方針を実現する具体性のある施策展開についても併せて期待したい。
日本国内でも同感染症に対するワクチン接種が開始されている。当面は医療関係者や高齢者等を中
心とした接種となる予定であるが、その効果による感染者の抑制を期待したい。
沖縄の本土復帰 50年という節目を目前に、コロナ禍で打撃を受けた沖縄経済を立て直しながら、

「持続可能な沖縄観光」の実現に向け、観光関連分野の業界や関係する民間事業者の創意工夫が
促進され、県内自治体や県民も一体となった官民連携による取組に、本調査の内容が少しでも貢献で
きれば幸いである。
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